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本校の人権教育取組の概要（平成２７年度）

研修主題
「思いやる心をもち、協力して学びとる児童の育成」
～多様な価値観に着目し、他者とのつながりを重視した活動を通して～

Ⅰ 研究の見通し

○人間関係づくり

人間関係を構築する場面において、学級における人間関係の実態や課題を把握し、教師だけでなく児童とともに学級経営を充実させる手立てや、

児童が主体的に活動する「思いやり運動」などの手立てを取り入れれば、望ましい人間関係を構築し、安心して生活や学習ができる良好な学級・学

校づくりができるであろう。

○授業研究

日々の授業において、人権教育とのかかわりを明確にした一人一人を大切にする授業の実践や、他者とのかかわりの中で学び合い、話合い活動の

充実を図りながら授業改善を推進すれば、互いのよさや自分らしさを発揮し、友だちと協力しながら主体的に学習に取り組む児童を育成できるであ

ろう。

○調査・環境整備

各学年・学級の実態を調査・分析し、明確になった課題を教師と児童で共有し、解決するための手立てを考えたり、人権感覚を磨く言語環境や掲

示物などの教室環境を整備したりすれば、自他を尊重し、他者と協力しようとする意欲を高めることができるであろう。

保護者・教師にとって
○安心して子どもを託せる学校
○やりがい、働きがいのある学校

「チーム笠小」

児童の実態
◎多くの個性が集まる集団
◎目標を達成したときの一体感
▲大規模校特有の希薄な人間関係
▲他人任せの雰囲気・消極的な行動

児童にとって
○生き生きと楽しく学べる学校
「つなげよう 広げよう

優しさの輪」

保護者・教師の願い
○人の気持ちを考え行動できる子
○自ら学び考えを深めようとする子
○あきらめずに最後まで挑戦する子

人権教育の推進
１０２６人の力を結集した人権教育

多様な価値観に着目し、他者とのつながりを重視した活動
平成２７年度 取組の重点（学級経営（教師と児童の参画）・児童主体の活動の強化（計画・実践・発信）・教師力パワーアップ・チーム支援）

いつでも どこでも 誰にでも

認め合い・学び合い・
高め合い

互いのよさや多様な価値観を

認め合える仲間

○安心して生活や学習ができる良好な学級・学校づくり

（Ｑ－Ｕ・学級パワー・学級経営の充実・異学年交流の計画）

○児童主体の活動の強化

（パワーアップ活動・思いやり運動・未来の種プロジェクト）

○保護者への啓発

一人一人が大切にされる授業

互いのよさや自分らしさを発揮できる取組

○各教科等のおける授業改善の推進

（全員参加の授業・授業のユニバーサルデザイン・

話合い活動の活性化・道徳と学活の授業の充実）

○授業力・教師力の向上

（「教師力パワーアップ作戦」：目標を設定し、悩みや

手 手立てを共有しながら互いに高め合う。授業力

アップをめざした授業実践・参観・授業研究）

安心して過ごせる学級・学校

○児童一人一人を大切にする指導者集団の確立

○人権感覚を磨く掲示物等による環境整備

（児童主体の思いやり発信「ニコニコ掲示板」）

○児童アンケートの実施・結果の分析・提案

（実態の把握・異学年交流の提案）

学校教育目標
おもいやる子 まなびとる子 ねばりづよくじょうぶな子
（やさしく） （かしこく） （たくましく）

協働・連携
チーム笠小

研究の取組 ダイジェスト版 平成２７年度 みどり市立笠懸小学校

学年部会・教科部会

人間関係づくり部会 授業研究部会

調査・環境整備部会

思いやる心をもち、協力して学びとる児童の育成

思いやり学習・福祉体験・交流活動
異学年交流の実施・ＡＬＴとの交流
人権集中学習・人権教育全体計画
年間指導計画の改善

生徒指導・教育相談・チーム支援

上毛新聞（平成２７年１０月９日発行）

群馬県一の大規模小学校だから

「あいさつも群馬県一」にしよう

↓

「思いやり群馬県一」をめざして

↓ （平成２５～）

児童会スローガン （平成２６～）

「つなげよう、広げよう、優しさの輪」

前校長が東日本大震災のボランテ

ィア活動でいただいた２粒のひまわ

りの種を育てる（平成２３～）

↓

「復興のひまわり」（平成２４～）

↓

「みんなで続けよう未来の種

プロジェクト」（平成２６～）
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Ⅱ 本校における人権教育目標 Ⅲ 本校の人権教育で育てたい能力・態度

Ⅳ 研究実践

１ 人間関係づくり部会の取組

(1) 安心して生活や学習ができる良好な学級・学校づくり

① Ｑ－Ｕ調査の実施とＫ－１３法の全学級実施（教師主体の活動）

② 学級経営の充実（教師と児童の学級経営参画）

【児童の思いや願いを生かした学級活動】

③ 学級パワー（教師と児童の学級経営参画）

(2) 児童 主体の活動の強化（自主的・自治的な活動）

○人権教育基本方針（「群馬県人権教育の基本方針」２学校教育においては より）

子どもの発達段階に即し、各教科の特質に応じ、全教育活動を通じて、生命や人格

を尊重し、他人を思いやるなどの豊かな人間性を育成する。

○人権教育目標

日常的・体験的な活動を通して、人権を相互に尊重し合う子どもの育成に努める。

○学年別人権教育目標（人権集中学習のねらい）

１年 いじわるをしないで、友だちと仲よく遊べる子

２年 仲間はずれをしないで、だれとでも仲よくできる子

３年 友だちの言うことをよく聞き、楽しく明るい仲間づくりができる子

４年 みんなの話をよく聞き、それぞれの立場を考え、認め合える子

５年 自分の言動に責任を持ち、他人の立場に立って、あたたかく接する子

６年 自分の言動に責任を持ち、周りの人を大切にし、公正・公平にふるまえる子

特支 人の話をよく聞き、みんなと仲よくできる子

学級別取組一覧表 Ｋ－１３法の様子

議題箱の設置 学級目標を目指した係活動の設定 係からのお知らせコーナーの設置
児童の思いが詰まったカレンダー
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パワー

助け合い
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パワー
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パワー
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パワー

学級パワー

よりよいクラスにするための９つのパワー １１月

５月

９月

１１月

学級パワー（一例）

よりよい学級にするための９つのパワー

Ａ ・目標パワー（みんなで目標を持つ）

・役立ちパワー（学級のためになることをする）

・学級のよさ発見パワー（学級のよいところを見つける）

Ｂ ・発言パワー（積極的に発言する）

・認め合いパワー（友達のよいところを認め合う）

Ｃ ・助け合いパワー（友達と教え合い・助け合いができる）

・ありがとうパワー（「ありがとう」「大丈夫？」「がんばっ

たね」がすぐに言える）

Ｄ ・学習パワー（一生懸命に学習する）

・ルールパワー（みんなが決めた約束を守る）

学級ルール（４年） クラス会議（５年）学級パワー（３年） 学級パワー（１年）

「自分の学校は自分達でつくる」「自分の学級は自分た

ちの力でよりよくする」という 自治的・自発的活動意

欲を高め、何事も話し合って解決できるように、

➀教師主体の人間関係づくり

②学級経営の充実

③教師と児童による学級経営参画（「学級パワー」）

に重点をおいて実践した。

これらの取組により、「児童が児童を育てる」という

互いに高め合う集団の育成につながってきた。また、

同時に、学級や学校全体が明るく活気づき、児童の積

極的な行動も増えてきた。

「学級パワー」とは、新潟大学教育学部付属新潟

小学校の「学級力」アンケートを、児童の実践意欲

を高めるために本校なりに指標をネーミングして６

年前から実践している取組である。

今年度は、児童と教師の学級経営参画のために全

校で重点的に実践した。

➀よりよい学級についての話合い

②アンケートをレーダーチャート図で提示・分析

③パワーアップ活動を計画

④パワーアップ活動の実践・振り返り・認め合い

④アンケート 繰り返し

児童がよりよい学級づくりに関心をもち、自ら学級

経営に参画することで、児童の願いや思いを生かし

た学級づくりにつながった。
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① 代表委員会を中心とした「思いやり運動」

【あいさつ運動】 【思いやり集会】 【児童一人一人の思いやり宣言の作成】

② みんなで続けよう未来の種プロジェクトPart4

ＪＲＣ委員会では、平成２４年５月より「復興のひまわり」の活動に取り組んでいる。東日本大震災

の被災地から譲り受けた２粒の種を校内に蒔き育てていく活動を通して、豊かな心を育成していくこと

をねらいとしている。昨年度からは、ひまわりの種のルーツや、そこに込められていた思いを振り返り

思いやり・助け合いの心を広げていくことをねらいとした「みんなで続けよう未来の種プロジェクト」

に取り組んでいる。花壇には、各学級で育てたひまわりが美しい花を咲かせ、収穫した種は各家庭や地

域に配布した。

今年度は、昨年度配布したひまわりの種２万５０００粒が、地域のひまわり畑で花を咲かせることに

なった。１０月１０日の「ひまわりの花畑まつり」には、本校の代表としてＪＲＣ委員会・代表委員会・

有志児童が参加し、ひまわりの種に込められた思いや願いを発表した。

本校は、４年前から重度の脳性まひを抱えながらも詩を書き続けている宮城県在住の大越桂さんとの

交流を続けている。交流を続けていく中で本校の活動を知った大越さんは、本校の活動を応援するため

に「ひまわりの花畑」という詩を書いてくださった。「ひまわりの花畑」の詩は、本校に届けられると同時に、株式会社「サカタのタネ」（横浜市）

にも届けられた。サカタのタネは、「お花の力で日本を元気に!!希望のタネをまこう」という活動を行っている会社であり、大越さんから届いた詩を、
ひまわりの種の袋に印刷して配布した。本 校のために作られた大越さんの詩が全国的に広まっていった。その後「ひまわりの花畑」は、桐生市を

拠点に活動する音楽ユニット「ポァゾン」によって曲となり、歌われることとなった。「ひまわりの花畑」は、本校の第２の校歌として全校で歌って

いる。

思いやり・助け合いの心を広げていくために行ってきた本校の活動が大きな花を咲かせたといえよう。

③ 思いやりを意識したその他の委員会活動

今までの組織として、例年通りの仕事をする委員会活動から、児童の願いや思いを生かした児童主体の委員会活動へ意識を改革した。「よりよい学

校にするために自分たちでできることをやろう」「自分たちの学校は自分たちでつくろう」と意欲が高まり、児童主体の委員会活動が展開できた。

(3) 異学年交流の実践・記録（調査・環境整備部会との連携）

調査・環境整備部会が児童に対して行った第１回自己振り返りアンケート（６

月実施）結果において、本校の課題として「自分が誰かにしたことで、その人に

喜ばれたことがある」の項目の肯定的な回答が昨年度に引き続き低い結果となっ

たことが挙げられた。他者へのつながりを重視した活動として縦割り活動を行う

ことが効果的であるが、本校の実態を考えると活動を行うには無理が生じてしま

う。本校なりの異年齢集団のかかわりとして、今年度は、調査・環境整備部会と

連携して異学年交流の計画的な実践に取り組んでいる。

各学年の年間指導計画の中から、他学年との交流活動が実施可能な単元を調査

・環境整備部会で企画・提案し、本部会で具体的に実践し、記録を残している。

上級生は、下級生に教えることを通して自己有用感を高めることができ、教え

てもらった下級生は上級生のようになりたいと憧れを抱くようになった。「児童が児童を育てる」活動として今後も計画的に実践を進めていきたい。

代表委員会

交通安全委員会

思いやり宣言
あいさつカード

みんなで続けよう未来の種プロジェクト開始式

ひまわりの花畑まつり（平成２７年１０月１０日） みんなで続けよう未来の種プロジェクト報告会
株式会社「サカタのタネ」

低学年児童との交流（集会委員会） 低学年への読み聞かせ（図書委員会） 思いやりを意識した放送（放送委員会）

２年生と学校探検（１年・２年）手話を教わろう（下学年・６年）
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(4) 保護者への啓発 (5) スクールカウンセラーとの連携

２ 授業研究部会の取組

① 一人一人・一単位時間を大切にする授業の実践

授業のユニバーサルデザイン（焦点化・視覚化・共有化を図る）

〇本時の学習のねらいの達成・自分の言葉で振り返り

〇分かりやすい指示や提示の工夫をする （耳・目・心身など、複数の感覚器官の活用）

耳（聴覚から） 目（視覚から） 心身（態度から）

○一度に一つ指示を出す（短くシンプルに） ○板書併用 ○机上の整理

○簡単明瞭な言葉で （指示・手順〈番号付け〉・写真・ 絵・具体 ○聞く時の姿勢

（児童の知っ 物・拡大コピー・色分け・ＩＣＴの活用） ○待つ時に何をするか知らせておく

ている言葉） ○動き併用（立たせたり、目をつぶらせ

たりする）

○声の抑揚をつける（トーンを変える）

○指示の場所を変える

○学習の流れを提示〈番号付け〉（ねらい・活

動内容・ ゴール）

ソーラン節を教わろう（５年・６年） リコーダーを教わろう（３年・６年） 福祉交流会の様子を聞こう（４年・５年） 一緒に歌おう（２年・４年）

人権だより 第１号 こちら かめ池相談室（表面）

落語家になりきって（４年） ネームプレートの活用（４年） 既習学習の活用（５年） 多様な考え方（６年）



- 5 -

○児童に指示を ○実物、動

言わせる（つながり発言） 作を示しながらの指示

（演示や例示

を見せる）

○「○時○分まで」活動のめやすを児童に考 ○指示（活動の方法・時間・手順）の予

えさせる （タイマーを利用） 測をさせる

② 他者とのかかわりの中での学び合い・話合い活動

③ 道徳･学活の授業の充実

(2) 授業力・教師力の向上

① 「教師力パワーアップ作戦」

【教師力パワーアップ作戦の具体的な取組】

○教師間の授業参観と授業参観シートの活用

○模擬授業と授業検討の積み重ね

○一人一人の目標設定と検証(調査・環境部会と連携）

○「ワールド・カフェ」

② 教師の人権感覚育成のための研修

〇スクールカウンセラーによる教育相談についての講義と演習

〇みどり市教育委員会指導主事による道徳模擬授業と講義

学級会 計画委員 （４年）

つながりマップを活用した話合い

学級会で話し合う児童（４年）

役割演技（２年道徳） 学級パワーの話合い（２年） 学級パワー レーダーチャート図

ハンドサインによる討論（４年）

ディベート形式の話合い（５年）

学活「運動会に向けて」（６年）

「ワールドカフェ」で対話

ワールド･カフェを終えての気付きを

カードに記入

指導主事による授業づくり研修の様子 指導主事による模擬授業の様子

つながり発言（６年）
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３ 調査・環境整備部会の取組

(1) 児童一人一人を大切にする指導者集団の確立

教師力パワーアップ作戦（左：全職員一覧表より抜粋、右：職員室内の掲示物）

(2) アンケートの実施と結果の分析

職員室に掲示した全職員の目標

自己振り返りアンケート（児童用）

自己振り返りアンケート結果（全校児童） 人権感覚チェック（教師用）
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(3) 人権感覚を磨く掲示物等による環境整備

① 児童主体の思いやり発信の場「ニコニコ掲示板」

今年度は各学年・各学級の授業や行事の活動について「思いやり」や「認め合い」などの人とのつながりに視点を当てて紹介する掲示物を、児童

が主体となって作成することにした。児童が自分たちの活動を自分たちの言葉で紹介し、児童の目線で感想を表すことで、その掲示物を見る児童は、

より親しみを感じることができるのではないかと思われる。また、児童による手づくりの掲示物は、廊下を温かい雰囲気にするとともに、掲示物を

大切にしようという心の育成にも役立っている。

②学年掲示板の充実

児童の気持ちをわかりやすい言葉や絵で表している（１年） 異学年交流の「うれしい」「楽しい」という気持ちが現れている（２年）

学級活動や学校行事を楽しく紹介（３年） 福祉体験や行事について、児童から発信したいという意欲の向上（４年）

田植え体験や道徳の学習について（５年） 未来の種プロジェクト（復興のひまわり）、思いやり宣言について（６年）

ニコニコ掲示板を楽しむ児童

４年の取組紹介 ５年の取組紹介

掲示物を楽しみにしている児童
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③クラブ・委員会活動における取組

思いやりポスター（絵画クラブ） 保健委員会の掲示物

(4) 異学年交流の企画・提案（人間関係づくり部会との連携）

４ 学年部会・教科部会の取組

(1) 人権教育の全体計画・学年年間指導計画の整備・改善

(2) 人権集中学習の充実

児童会が呼びかける「いじめ防止キャンペーン」も合わせて実施

(3) 人権教育に関連する体験活動・福祉交流の実施

① 新入学児童の授業参観後の交流 （１年）

② ふれあい動物園（２年）

③ 星野富弘さんの生き方や思いから学ぶ思いやり学習（３年）

④ 障害者や高齢者等とのふれあい・福祉

体験（４年）

○渡良瀬特別支援学校との交流

○「かさかけの里」との交流

○高齢者疑似体験

○車いす体験

○ブラインドウォーク体験

○手話・点字体験

⑤ 助産師による命の授業「いのちの大切

さを伝える助産師出前講座」（５年）

⑥ 医師から聞く命の授業

「偏見と差別をなくすために―エイズとハンセン病―」（６年）

〈医師から聞く命の授業後の児童の感想〉

・ 病気にかかっている人の「見た目」で、私も他の人と同じように差別してしまうかもしれないと

思いました。けれど、この学習を通して、病気の原因やつらさ・苦しさを分かってあげることが偏

見や差別をなくすことにつながると思いました。私たちは「誰とでも思いやりをもって接する」とい

う思いやり宣言をしました。これもその中の一つだと思います。この学習を忘れずに、この後の

学校生活をよりよくしたいなと思いました。

・ 私の夢は、薬剤師です。今は治すことができない病気でも、薬剤師がその病気が治る薬を

作ったら、たくさんの人が助かります。周りの人から差別されることもなくなります。たくさんの人が幸せな人生をおくることができると思います。だから、私は、たくさんの人を助けることがで

きるかもしれない薬剤師になりたいです。今までは何となく薬剤師になりたいと思っていたけれど、町田先生のお話を聞いて、薬剤師になりたい理由がはっきりしてきました。私もいっぱい

勉強していきたいです。

⑥ 特別支援学級児童との交流学習

〇種苗協会による食育プロジェクト

〇ＰＴＡ役員参加によるじゃがいもまつりと教室清掃

(4) ＡＬＴとの交流

○ＡＬＴによる各教室訪問（給食、清掃、休み時間）

○ＡＬＴによる「折り紙クラブ」での交流

(5) 歌声集会に向けた各学級の取組

(6) ＰＴＡとの協賛「♡心ゆたかに♡」本物の芸術鑑賞教室

〇バイオリンコンサート

〇「時代劇アクション」鑑賞・体験教室

小さな命を大切にする児童 ２年 思いやり学習の掲示物 ３年

「かさかけの里」交流 ４年 高齢者疑似体験 ４年車いす体験 ４年

ブラインドウォーク ４年
医師からのハンセン病の話 ６年

食育プロジェクト（種植え）ＡＬＴが作成した国際理解の掲示

２学期の歌「ひまわりの花畑」を歌うバイオリンコンサート

集会委員会のニコニコろう下


